
吃音の正しい理解・啓発と支援のために         

 

 吃音は、ことばがつっかえたり、すぐにことばが出なかったりする言語症状を言います。 

吃音は、人と話そうとかまえた時にスイッチが入るような症状 

  ・人や場所、話す場面・時期、話の内容によって吃音症状に違いが生じます。 

  ・本人にとってどもりやすいことばと、そうでないことばがあります。 

 ■ 吃音は、２～５歳頃から始まることが多く、８割程度の人の吃音症状は自然になくなり、 

２割の人はその後も吃音症状を持ったまま大人になっていきます。 

 ■ 吃音になる原因はまだ特定されていませんが、子育てやストレスが要因ではありません。 

                     

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

＜吃音の主な症状＞ 

   連発（繰り返し）  

     「お、お、おはよう」 

   伸発（引き伸ばし） 

     「おーはよう」     

難発（ブロック）  

     「・・・おはよう」 

 

 

 

＜症状を重くしないための支援＞ 

・吃音の話を家庭や園・学校でできるような理解の促進。 

・吃音のマネやからかいに至る前に吃音についての学習。 

→ 吃音症状の進行 (進展) 予防のために。 

・どもりながらもそのまま話せる場をつくっていく。 

・困る場面があれば具体的な対策や工夫を考えていく。 
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吃音のある子どもの周り

にいる子どもたちや大人

の正しい吃音のきつ理解

や学習をする機会をすす

めていきます。 

 

周りの人は吃音のことを

よく知らないのに、安易な

意見や助言をしがちです。 

そのことによって、本人や保護者・

家族が振り回され、苦しめられる 

ことになります。 

 

どもらないようにしようとすることで

症状が進行（進展）していきます。 

 

※詳細は当センターHPの 

「吃音のある子どもの理解と支援 

コーナー」をご覧ください。 

 

吃音にある子どもの 

周りにいる子どもたちや

大人に正しい吃音の理解

や学習をする機会を 

進めていきます。 

吃音のある子どもの  

周りにいる子どもたちや

大人たちに、正しい吃音

の理解や学習する機会を 

進めていきます。 

 


